
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日の里まちづくり広報 VOL.３ 

第３回まちづくりワークショップ開催の報告 
 

日の里地区が「こんなになるといいな」というアイデアのひとつひとつ

について役割分担を検討しました！ 
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日の里地区コミュニティ運営協議会 

宗像市日の里 1-16-1 

電話 0940-37-1587 
 

平成 16 年 2 月 1 日 

第３回まちづくりワークショップを開催 

第３回ワークショッププログラム 

 

１.オリエンテーション             19：00～19：20 
 
○前回ワークショップのおさらい 
○本日のプログラム説明 
 

２.グループディスカッション         19：20～20：00 
 

『役割はどっちだ！？』 

○前回出された「こんなになるといいな」というアイデアのひとつひと

つについて、行政・住民どちらが主体となって進めるべき事柄かを検

討し、グループシートに整理しました。 
 

３.グループ発表と全体やりとり        20：00～20：45 
 
○グループシートの発表 

・ 作成したグループシートをもとに「住民が主体となるべきもの」を   

中心に各グループで発表しました。 

○全体やりとり 

・各グループから発表された「住民が主体となるべきもの」を全体で

のやりとりの中で整理しました。 
 

４.今回のまとめと次回ワークショップについて 20：45～20：55 
 
○ 今日のまとめ 
○ 次回ワークショップのイメージ 
○ ワークショップの感想の記入 
 

５.シール投票                20：55～21：00 
 
○整理された「こんなことやりたい」に対して、一人につき３票のシー

ル投票を行いました。 

平成 1６年 1 月 25 日（日）午後 7 時から、日の

里コミュニティセンターにて、「第３回日の里地区ま

ちづくりワークショップ」を開催しました。 

九州産業大学建築学科助教授、日高圭一郎先生の進

行のもと、まず５つのグループに分かれて、前回出さ

れた「こんなになるといいな」というアイデアのひと

つひとつについて、行政、住民どちらが主体となって

進めるべき事柄かを話し合いました。 

住民、行政どちらが主体か迷うものや住民と行政が

協働で取り組む必要があるものなど、単純に分けられ

るものではなく、議論が必要でしたが、「日の里をこ

んなまちにしたい」という取り組みのイメージが深ま

ったのではないでしょうか。 

次に、「住民が主体となってやるべきもの」を中心

に各グループの発表会を行いました。そして、日高先

生とメンバー全員とのやりとりの中で、各グループか

らの意見を整理しました。その結果を下の図に示して

いますが、「住民が主体となってやるべきもの」の主

な意見について、「すぐにできるか、準備が必要か」「少

数でも始められるか、地区全体で取り組むものか」の

２つの視点で整理しています。 

最後に、日高先生の整理した「住民が主体となるべ

き取り組み」に対して、一人３票のシール投票を行い

ました。下図の数字はその投票数を示しています。 

■住民が主体となるべき取り組み  
地区全体 

少数の有志 

すぐできる 準備が必要 

各町内の集会所、 
自治公民館の活用 
   １票 

人材ネットワー

クの充実 

   ３票 

防犯 
地域パトロール 
   １票 

コミュニティ活

動キャンペーン 
 
コミュニティセ

ンターのＰＲ 
 
   ６票 

スポーツクラブ

を増やす 
   ２票 

男の自立大学 
コミセン酒場 
   ４票 

フリーマーケッ

トをつくる 
   １票 

寄り合いホーム 
づくり 
 
一人暮し老人の

集まる場づくり 
 
   ６票 

高齢者 
ライフライン 
 
高齢者の助け合い

システムづくり 
    
   ５票 

コミュニティ組

織入会の義務化 

 

コミュニティ組

織づくり 

 

   ５票 

地域教育 

（青少年） 

   ２票 

買物お助けなど

ボランティア 

   １票 

空家、空教室の活用

（集会、託老所） 

    ８票 

子育て支援 

 

   １票 

地域通貨の活用 

 

   ２票 

ボランティア 

タクシー 

   ３票 

ボランティアセンター

の設置、ボランティア

支援（窓口） 

   ６票 

自主防災活動 

 

   １票 

ボランティア 

貯金 

   ３票 


